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問
　
長
期
的
な
少
子
化
が
も
た
ら

す
社
会
経
済
情
勢
に
耐
え
得
る
、
持

続
可
能
な
本
市
財
政
の
運
営
方
針
は
。�

　
答
　
平
成
15
年
度
当
初
予
算
で
は
、

税
収
入
が
、
骨
格
予
算
で
あ
り
な
が

ら
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
さ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
に
ま
で
落
ち
込
ん
で

い
る
。
今
後
、
経
常
的
経
費
等
の
見

直
し
に
加
え
、
受
益
者
負
担
の
適
正�

化
、
行
政
執
行
体
制
の
効
率
化
等
の

抜
本
的
見
直
し
を
行
い
、
デ
フ
レ
経

済
下
で
も
耐
え
得
る
財
政
構
造
に
改

善
し
て
い
く
こ
と
が
急
務
と
考
え
て

い
る
。�

���

　
問
　
安
心
で
安
全
な
食
品
を
確
保

す
る
た
め
、
地
産
地
消
の
推
進
を
。�

　
答
　
平
成
13
年
度
は
、
テ
ン
ぺ�

（
大
豆
の
加
工
食
品
）
生
産
施
設
へ

の
支
援
を
、
14
年
度
は
、
学
校
給
食

等
へ
の
食
材
供
給
の
た
め
の
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
導
入
を
進
め
て
い
る
。
ま

た
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
で
は
、
「
は
な
や

か
シ
ョ
ッ
プ
」
で
地
元
農
産
物
を
直

売
し
て
好
評
を
得
て
い
る
。
今
後
も

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
産

地
消
を
推
進
し
た
い
。�

� ��　
問
　
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
る
た�

め
、
学
校
で
の
総
合
的
な
学
習
の
時

間
に
農
業
体
験
学
習
の
推
進
を
。�

　
答
　
田
植
え
等
の
体
験
を
通�

し
て
田
の
生
き
物
や
農
業�

生
産
、
土
づ
く
り
等
に

つ
い
て
学
び
、
社
会

科
や
家
庭
科
と
関

連
さ
せ
て
稲
の
活

用
や
伝
統
文
化

等
を
学
習
す
る

こ
と
が
重
要
と

考
え
る
。
今
後�

も
、
農
家
の
支
援

の
も
と
、
生
育
や

収
穫
の
喜
び
、
苦
労

を
体
験
で
き
る
学
習
を

進
め
た
い
。�

�
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問
　
学
校
完
全
週
五
日
制
に
よ
る

授
業
時
間
の
減
少
で
基
礎
学
力
低
下

が
懸
念
さ
れ
る
が
、
今
後
の
対
策
は
。�

　
答
　
漢
字
や
計
算
の
反
復
学
習
に

よ
り
定
着
を
図
る
と
と
も
に
、
楽
し

く
分
か
る
授
業
を
通
し
て
子
ど
も
の

意
欲
を
喚
起
し
、
自
信
を
は
ぐ
く
む

こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。
朝
の

学
習
や
読
書
の
推
進
、
少
人
数
指
導

に
加
え
、
教
師
の
授
業
改
革
へ
の
意

識
高
揚
に
向
け
た
研
修
の
拡
充
等
に

取
り
組
ん
で
い
る
。�

���

　
問
　
合
併
・
政
令
市
移
行
問
題
で
、

市
民
に
十
分
な
情
報
提
供
を
行
い
、

積
極
的
な
議
論
を
誘
導
す
べ
き
で
は
。�

　
答
　
五
千
人
を
対
象
と
し
た
住
民

意
向
調
査
で
は
、
有
効
回
答
の
う
ち

八
九
・
一
％
が
、
「
オ
ー
プ
ン
な
場

で
し
っ
か
り
と
検
討
し
た
方
が
よ�

い
」
と
回
答
し
て
お
り
、
次
の
段
階

へ
の
市
民
的
準
備
が
で
き
た
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。
平
成
17
年
3
月
の

合
併
特
例
法
の
期
限
を
念
頭
に
、
法

定
合
併
協
議
会
の
設
置
に
向
け
、
関

係
市
町
と
調
整
を
図
っ
て
い
き
た
い
。�

�������

　
問
　
平
成
14
年
度
に
施
行
さ
れ
た

岡
山
市
く
ら
し
や
す
い
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
条
例
の
①
取
り
組
み
状
況
は

②
今
後
の
方
針
は
。�

　
答
　
①
周
知
を
図
る
た
め
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
各
種
会
議
等
で
配
布
す
る

と
と
も
に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
推
進

に
向
け
て
、
障
害
者
等
の
生
の
声
を

聴
く
た
め
、
設
計
支
援
委
員
会
で
審

議
を
重
ね
て
き
た
②
15
年
度
の
早
期

に
市
の
取
り
組
み
を
公
表
し
、
条
例

の
一
層
の
浸
透
を
図
り
な
が
ら
、
民

間
の
優
れ
た
取
り
組
み
事
例
を
表
彰�

し
、
紹
介
し
て
い
き
た
い
。�

���

　
問
　
平
成
14
年
12
月
か
ら
実
施
さ

れ
た
軽
四
公
用
車
の
リ
ー
ス
化
に
よ

る
①
稼
働
率
の
変
化
は
②
コ
ス
ト
削

減
見
込
み
は
③
期
待
さ
れ
る
効
果
は
。�

　
答
　
①
平
均
稼
働
率
が
四
一
・
五

％
か
ら
五
七
・
一
％
、
特
に
共
用
車

は
六
七
・
三
％
に
向
上
し
た
②
従
来

方
式
と
比
較
し
て
十
年
間
で
約
三
億

円
の
削
減
が
見
込
ま
れ
る
③
使
用
車

両
の
分
析
等
に
よ
る
一
層
の
コ
ス
ト

削
減
や
、
職
員
の
事
務
負
担
の
軽
減
、

予
算
の
平
準
化
等
が
期
待
で
き
る
。�

���

　
問
　
平
成
15
年
度
以
降
十
年
間
の

市
民
の
健
康
づ
く
り
の
指
針
と
な
る

「
健
康
市
民
お
か
や
ま
21
」
の
推
進

体
制
は
。�

　
答
　
健
康
に
関
す
る
地
域
・
職
域�

・
学
校
な
ど
の
各
分
野
の
団
体
等
が
、

相
互
支
援
を
行
う
た
め
の
情
報
交
換

や
調
整
・
連
絡
等
が
で
き
る
場
と
し�

て
、
「
健
康
市
民
お
か
や
ま
21
推
進

会
議
（
仮
称
）
」
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と

し
た
地
域
の
各
関
係
機
関
と
連
携
で

き
る
体
制
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。�

体験体験を通じ農業農業の大切の大切さを（馬屋下小学校馬屋下小学校）�体験を通じ農業の大切さを（馬屋下小学校）�

　
2
月
定
例
市
議
会
で
は
、
七
会
派
の
代
表

が
、
議
案
や
市
政
全
般
に
つ
い
て
の
質
問
を

行
い
ま
し
た
。
会
派
別
に
い
く
つ
か
を
取
り

上
げ
て
、
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。
　
�

�
今
後
の
財
政
運
営
方
針
�

�地
産
地
消
の
推
進
に
向
け
て
�

楽
し
く
分
か
る
授
業
で
�

基
礎
学
力
向
上
へ
�

合
併
・
政
令
市
問
題
�

情
報
提
供
し
活
発
な
議
論
を
�

軽
四
公
用
車
�

リ
ー
ス
化
の
効
果
は
�

健
康
市
民
お
か
や
ま
21
�

地
域
と
連
携
し
て
推
進
�

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
�

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
�

総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
 
�

農
業
体
験
を
推
進
�

活力の発信拠点へ ～4月5日にオープンした岡山ドーム�

業務縮小に向かう旭西浄化センター�


